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イントロダクション
3ステップで作りながら学ぶ! 

定番シリアル通信
ステップ1…シリアル通信を基礎から理解
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00 00

マイコン（送信側） 液晶表示器（受信側）

（c）ステップ2：送信側シフト・レジスタにデータがセットされる．送信側シフト・レジスタではスタート・ビット，ストップ・ビット
　　 を用意する

（d）ステップ3：送信側で笛を吹いてスタート・ビットから送信開始．受信側では，受信した値が1から0に変化したので，スタート・
ビットが届いたことが分かる

1を受信して
いるように
見える

次の送信データ待ち
スタート・ビット待ち
（1が0になるのを待つ）

スタート・ビット待ち

1が0に変化した
＝スタート・ビットが来た

（a）調歩同期式通信を実現する道具立て

（b）ステップ1：調歩同期式通信の動き．マイコンがデータを出力する．信号線は通信していないので，受信側からは1を受信している
        ように見える

送信側と受信側の取り決め（例）：
･ 最初にスタート・ビットを1ビット，最後
　にストップ・ビットを1ビットを送る
･ 通信データのビット数は8ビット
･ 通信速度は9.6kbps

ストップ・ビット スタート・ビット

通信していないときは1が送られて
いるように見える信号線

送信側 受信側

通信データ 通信データ

スタート・ビット，ストップ・ビットも扱え
るように拡張したシフト・レジスタ

  送信データ後に1を追加
（ストップ・ビットと呼ぶ）

  送信データ前に0を追加
（スタート・ビットと呼ぶ）

スタート・ビット，ストップ・ビットも扱え
るように拡張したシフト・レジスタ

スタート・ビット

スタート・
ビット

ストップ・
ビット
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シリアル通信
の基本を図解

ステップ2…ビット・バンギングでゼロから作る

SCL

SDA

self.scl.init( Pin.OUT )
self.sda.init( Pin.IN if v else Pin.OUT )
self.scl.init( Pin.IN )

  SCLを“L”にして
  SDAにvの値を出力
  SDAが確定したらSCLを“H”に
（SCLが“H”になったことによって
ターゲットがデータを取り込む）
複数ビットを出力する際にはこ
れを繰り返す

プログラムを
作りながら
UART/I2C/SPI
を学ぶ

Picoで
実験

編集部

プログラムで 
波形を作る

ご購入はこちら

https://shop.cqpub.co.jp/hanbai/booklist/series/Interface/
https://interface.cqpub.co.jp/magazine/202403/
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ステップ3…プロトコル・アナライザを作る

信頼性，耐ノイズ性，システム拡張性に優れる! CAN徹底解説

困ったときの駆け込み寺…シリアル通信トラブル・シューティング集

作った波形を
解析して
可視化

エラー・
フラグ

エラー・
デリミタSOF

SOF
データ・フレーム

アービトレーション・フィールド
エラー・フレーム

RTRCAN ID IDE r0

11ビット1ビットTxD

RxD

送信ノード

受信ノード

伝送路

ID：0X1AF ：（00110101111）

ID：0X2AF ：（01010101111）

MSB LSB＝1

ノイズ混入

エラー・アクテイブ状態

スタッフ・エラー（セカンダリ）

スタッフ・エラー（セカンダリ）

ビット・エラー（プライマリ）

11ビット 8ビット6ビット1ビット 1ビット1ビット1ビット
レセシブ（R）

ドミナント（D） 3ビット

6ビット1ビット 1ビット1ビット 3ビット

6ビット1ビット 1ビット1ビット 3ビット

6ビット1ビット 1ビット1ビット

11ビット1ビット

RxD接続ノード 11ビット

8ビット

8ビット

8ビット1ビット

基礎から
解説

ラズパイで
ソケット通信

SDA

SCL

図7　I2Cのクロストークによる波形
互いの信号線の電流の影響（クロストーク）によって波形が乱れる

あるある
トラブル


